
　
国
・
県
道
の
改
良
工
事
に
と
も

な
い
、
次
の
４
路
線
が
認
定
及
び

廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
認
定
路
線

・
町
道
２
６
０
　
鮎
貝
砂
田
線

　
　
　
（
鮎
貝
地
内
）

・
町
道
４
５
３
　
鈴
振
田
神
明
線

　
　
　
（
鮎
貝
地
内
）

・
町
道
８
７
８
　
南
落
合
線

　
　
　
（
荒
砥
地
内
）

　
　
　
廃
止
路
線

・
町
道
２
６
０
　
鮎
貝
砂
田
線

　
　
　
（
路
線
の
変
更
に
よ
る
）

　
こ
れ
ま
で
も
三
役
の
給
料
を

削
減
し
て
き
ま
し
た
が
、
行
財

政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
さ

ら
に
４
月
か
ら
10
月
25
日
ま
で

の
間
、
給
料
月
額
か
ら
、
町
長

は
20
％
、
副
町
長
は
12
％
、
教

育
長
は
６
％
、
そ
れ
ぞ
れ
削
減

を
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
お
互
い
に
連

携
し
、
犯
罪
や
事
故
並
び
に
災

害
等
の
防
止
を
は
か
り
、
住
み

よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

て
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

議
員
　
こ
の
条
例
が
動
き
だ
せ

ば
あ
る
意
味
で
は
住
民
を
拘
束

す
る
こ
と
に
も
な
り
、
心
が
安

ら
ぐ
社
会
に
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
が
ど
う
考
え
ま
す
か
。

町
長
　
現
在
、
犯
罪
の
広
が
り

や
心
の
荒
廃
、
そ
し
て
災
害
の

恐
怖
な
ど
が
大
き
な
問
題
と
し

て
浮
上
し
て
い
ま
す
。
　

　
こ
れ
に
対
処
す
る
方
向
を
明

確
に
し
て
、
安
全
安
心
を
守
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
に
制

定
を
す
る
も
の
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
施

行
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
か
ら

支
出
さ
れ
る
支
援
の
負
担
分
が

後
期
高
齢
者
支
援
金
と
し
て
創

設
に
な
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
の
葬
祭
費
が
５

万
円
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
葬
祭

費
も
同
額
と
な
り
ま
す
。

議会だよりしらたか  第98号 15

条
　
例
・
用
地
取
得

14 議会だよりしらたか  第98号

■
町
三
役
の
給
料
削
減
を

　
継
続

■
白
鷹
町
安
全
安
心
ま
ち

　
づ
く
り
条
例
が
制
定

■
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

　
が
創
設

■
葬
祭
費
の
支
給
が
５
万

　
円
に

後期高齢者医療被保険者証

質 疑

請
願
・
意
見
書
提
出
・
表
彰

安全安心のボランティア

「生命の値段を考える会」主催の集会
（平成19年12月26日）

町
道
認
定
及
び
廃
止

　
統
合
保
育
園
の
用
地
を
先
行
取

得
し
ま
す
。

・
土
地
の
表
示

　
　
白
鷹
町
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
組
合

　
　
保
留
地

・
面
積

　
　
１
２
　
６
０
０
㎡

・
取
得
予
定
価
格
　

　
　
１
億
８
０
１
８
万
円

・
契
約
の
相
手
先

　
　
白
鷹
町
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
組
合

　
　
　
　
　
理
事
長
　
鈴
木
金
吾

用
地
の
取
得

●
国
民
健
康
保
険
給
付
基
金
の
積

　
立
額
及
び
処
分
の
条
文
の
中
で
、

　
後
期
高
齢
者
支
援
金
が
追
加
に

　
な
り
ま
す
。

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行

　
は
５
０
０
円
で
す
が
、
今
後
３

　
年
間
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

●
所
得
と
土
地
家
屋
に
関
す
る
証

　
明
の
様
式
が
変
わ
り
、
列
記
数

　
が
増
え
ま
す
。

●
介
護
保
険
料
の
納
期
が
、
現
在

　
６
月
か
ら
１
月
の
８
期
で
す
が
、

　
７
月
か
ら
２
月
に
変
わ
り
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
と
納

　
期
が
変
わ
り
ま
す
。

ほ
か
に
条
例
で

　
　
決
ま
っ
た
こ
と

条例条例条例
新しくなること

請 願 審査の結果はどうなった

採
択
さ
れ
た
請
願

●
日
豪
、
日
米
な
ど
Ｆ
Ｔ
Ａ
・

Ｅ
Ｐ
Ａ
促
進
路
線
の
転
換
と
自

給
率
向
上
に
む
け
た
施
策
の
強

化
を
求
め
る
請
願

●
食
糧
自
給
率
向
上
に
関
す
る

対
応
に
つ
い
て 

請
願
者

白
鷹
町
農
民
連
　
　
今
　
敏
夫

不
採
択
さ
れ
た
請
願

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中

止
・
撤
回
を
求
め
る
請
願

請
願
者

西
置
賜
革
新
懇
話
会

　
　
代
表
世
話
人
　
今
泉
義
憲

　
　
代
表
世
話
人
　
保
科
孝
一

●
米
価
の
安
定
と
生
産
調
整
に

関
す
る
請
願

請
願
者

白
鷹
町
農
民
連
　
　
今
　
敏
夫

請
願
者

生
命
の
値
段
を
考
え
る
会

　
　
　
　
　
会
長
　
船
山
博
夫 

山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合
　 

　
経
営
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
会
長
　
神
尾
伸
一

山
形
お
き
た
ま
農
協
農
政
対
策
本
部 

　
　
　
　
本
部
長
　
神
尾
伸
一 

山
形
県
酪
農
業
協
同
組
合
　 

代
表
理
事
組
合
長
　
新
野
康
雄

意見書提出

■ 食糧自給率の向上並びに食の安全・安心
　 の確保等に関する意見書 
米、牛乳、大豆などの再生産を保障する
価格を国が担保することと、食糧自給率
を先進国並みに高める政策を求める。

■ 過疎地域の振興を目的とする新たな法律
　 の制定に関する意見書 
過疎地域自立促進特別措置法が平成22年
３月に失効するため、新たな法律を制定
することを求める。

■ 道路整備の推進と道路特定財源諸税の暫
　 定税率延長に関する意見書 
道路整備に必要な財源を確保され、一般
財源化することなく真に必要な道路の整
備が着実に推進することを求める。

議員発議により、３件の意見書を関係
大臣等に提出することになりました。

表 彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎山形県町村議会
　広報コンクール表彰
　　　　入　選

◎自治功労表彰

○山形県町村議会議長会表彰
　議員在職35年以上
　　　　　　  本木勝利 議員

,


